
 

仙台市交通局に対する業務監査の実施結果 

項  目 主 な 取 組 み 状 況 等 所         見 

１．運賃等に関する事項 

（１）関係法令、通達に基づく諸手続等 

 

  

 

 

 

 

（２）連絡運輸・乗継割引・企画乗車券等 

 ① 連絡運輸 

 

 

 

 

 

 

② 乗継割引 

 

 

 

③ 企画乗車券 

 

・仙台市交通局高速鉄道事業（以下「仙台市

地下鉄」という。）においては、宮城交通バ

スとの連絡運輸に関する協定の変更や企画

乗車券の設定等に伴い届出が行われてい

る。 

 

 

 

・連絡運輸については、仙台市交通局自動車

運送事業（以下「仙台市営バス」という。）

及び宮城交通バスとの間について実施され

ているが、ＪＲ東日本との間については乗

り換え利用客が少ないとの理由から実施さ

れていない。 

 

・乗継割引について、連絡運輸を行っている

仙台市営バス及び宮城交通バスと実施して

いる。 

 

・企画乗車券について、ゴールデンウイーク

 

・関係法令、通達に基づき適正に処理されて

いる。 

 

・運賃表、関係規程等の備え付けは現地監査

を行った駅においては適正に行われてい

た。 

 

 

・乗継利用客のサービス向上の観点から、引

き続き、ＪＲ東日本との連絡運輸の実施に

ついて検討を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も引き続き、利用者利便の向上、需要



 

 

 

 

 

 

 

 

④ ＩＣカードシステム 

 

 

 

 

（３）駅務機器類 

① 駅務機器の設置基準 

 

 

 

 

 

 

② 駅務機器類等故障時の対応 

 

 

 

 

 

（４）運賃の誤表示、誤収受 

期間中、バス・地下鉄が乗り降り自由とな

る一日乗車券が発売されている。 

 

・外国人観光旅客等のみを対象とした企画乗

車券の設定は行っていない。 

 

 

 

・ＩＣカード式乗車券については、平成２５

年度に南北線に先行導入し、以後、平成２

７年度開業予定の東西線、仙台市営バス全

線に順次導入していくこととしている。 

 

 

・自動券売機、自動改札機等の駅務機器類の

設置については、最混雑時の利用人員や旅

客誘導等を勘案し、局内の基準に基づいて

設置台数が決定されており、設置場所につ

いても現地監査を行った各駅において適正

な場所の選定が行われていた。 

 

・自動出改札機等のトラブルが発生した場合

には、保守業務委託先等との間の「事故・

故障時連絡復旧体制表」に従って関係各所

との情報連携を図り、早急な復旧に努める

こととしている。 

 

・仙台市地下鉄では、平成１３年４月に「仙

の喚起に資する商品の提供が期待される。 

 

 

・外国人観光旅客等にとって利便性の高い商 

品を提供するとともに積極的なＰＲ等を行

い、さらなる需要喚起を図ることが期待さ

れる。 

 

・ＩＣカードの導入に当たっては、利用者利

便の向上や交通ネットワーク機能を十分発

揮できるよう、ＪＲ東日本等との間におい

て、相互利用が可能となることが期待され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他 

① 偽造紙幣等の対応について 

 

 

台市交通局高速鉄道運賃誤表示防止マニュ

アル」及び「仙台市交通局高速鉄道運賃誤

表示対応マニュアル」を作成し、運賃表の

作成、駅務機器の変更等についての作業手

順、チェック体制を定めるとともに、万一、

運賃の誤表示等が発生した場合の対応方法

について、関係職員に対して周知徹底を図

っており、現在までに運賃の誤表示は発生

していない。 

 

・しかし、運賃の誤収受等については、最近

３カ年で１８件発生している。その内訳は

釣り銭等の誤装填によるものが４件、カー

ド再発行時等の誤入力によるものが５件、

乗車券等誤渡しによるものが４件、機器の

故障、保守点検時の作業ミス等によるもの

が４件等となっている。 

 

・ 仙台市地下鉄ではいずれの誤収受等につ

いても、その都度、全駅へ情報伝達を行い、

確認の徹底を図るとともに、現場の全職員

を対象とした研修を実施し、再発防止に努

めている。 

 

 

・仙台市地下鉄では偽造硬貨が発見された場

合、本局通達により対応しており、警察、

交通局内関係部署へ連絡される体制が整え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・誤収受等の原因の多くは、単純な確認の不

徹底であり、これまでの対策が十分ではな

かったと考えられる。運賃の正確な収受は、

鉄道事業を適正に運営するための、基本的

事項であり、仙台市地下鉄においては、駅

務員が特定の駅に勤務せず複数の駅をロー

テーションする勤務体制を採っているた

め、常に駅務員間の引継ぎが発生している

現状を踏まえると、今後は、マニュアルを

整備するなど再発防止対策に万全を期すこ

とが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

② 無料乗車証の取扱いについて 

 

 

 

 

 

られている。 

 

・仙台市地下鉄では、「仙台市交通局無料乗車

証発行規程」に基づき、優待乗車証（仙台

市名誉市民条例に定める名誉市民）及び公

用乗車証（管理者が公務のために必要と認

めた者）の二種類の無料乗車証が発行され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．情報提供に関する事項 

 

・仙台市地下鉄においては、ホームページに

おいて財務等に関する情報、運賃に関する

情報、安全・サービスに関する情報の提供

を行っているほか、駅等において、運賃や

各駅の構内図、エレベーター、エスカレー

ター、多機能トイレ等のバリアフリーに関

する情報等を盛り込んだガイドブックを配

布している。 

 

・仙台市地下鉄と連絡運輸を行っている仙台

市営バス及び宮城交通バスとの間の具体的

な乗継運賃に関する情報提供がなされてい

ないが、これについては、平成２１年度中

にホームページにおいて情報提供を行うこ

ととしている。 

 

・今後とも、利用者に対する各種情報の提供

を積極的に行うことが期待される。 

３．案内情報（旅客案内）に関する事項 

 

・仙台市地下鉄では、案内サイン表示につい

て、局内マニュアルとして「仙台市地下鉄

・仙台市地下鉄デザイン計画を公共交通機関

旅客施設の移動円滑化ガイドラインに準拠



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．バリアフリー対策に関する事項 

（１）バリアフリー設備の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のデザイン計画」を昭和６３年２月に策定

しているが、当該デザイン計画は策定以来

更新を行っておらず、公共交通機関旅客施

設の移動円滑化ガイドラインに準拠したも

のとなっていない。 

 

・南北線の駅内の案内サインについて、一部

は公共交通機関旅客施設の移動円滑化ガイ

ドラインに準拠しているものの、当該ガイ

ドラインに準拠していないものも見受けら

れる。 

 

 

・１日あたりの平均利用者数が５千人未満の

１駅を含む全１７駅で、バリアフリー法に

よる移動円滑化基準に適合した段差解消及

び障害者対応型トイレの整備が図られてい

る。 

 

・ 平成１６年３月に「仙台市交通局交通バリ

アフリー特定事業計画（以下「特定事業計

画」という。）」を策定し、具体的な計画

として①駅施設、設備の整備（２段手すり

や休憩用いすの増設等）、②誘導・案内設

備の整備（案内表示装置や誘導ブロックの

敷設改善等）、③車両の整備（車いすスペ

ースの設置、設置位置が低く使い易い吊り

したものに更新すること及び駅内の案内サ

インを公共交通機関旅客施設の移動円滑化

ガイドラインに準拠したものに統一して整

備することを検討すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バリアフリー設備の整備状況については、

全国の鉄軌道全体の平均値と比べても極め

て高い水準であり、積極的な取り組みが評

価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）可動式ホーム柵の整備計画 

 

 

 

 

 

 

（３）ソフト面での対応 

 

手の設置）を定めており、順次整備が行わ

れている。また、毎年交通局内の交通バリ

アフリー特定事業計画推進委員会で進捗

状況を確認するとともに、状況の変化に応

じた見直しを行っている。 

 

・車両のバリアフリー化に関しては、平成２

０年度末では、保有する８４両のうち５２

両が移動円滑化基準に適合（整備率６２％）

しており、平成２５年度までに全車両の整

備が完了する計画となっている。 

 

・可動式ホーム柵については、南北線及び現

在建設中の東西線の全駅において整備が計

画されている。南北線では平成１９年度よ

り設計に着手しており、平成２１年９月か

ら順次設置工事を開始し、平成２２年２月

までに全駅で設置が完了する予定である。 

 

・特定事業計画において、心のバリアフリー

化推進事業として、①職員に対するバリア

フリー教育、②バリアフリーマナーアップ

の啓発活動、③交通ボランティア活動の支

援、④バリアフリーに関する情報サービス

についての強化を位置付けている。 

 

・移動制約者対応への教育として、外部講師

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・可動式ホーム柵の設置は、転落・接触事故

の防止に効果があり、視覚障害者をはじめ

とした全ての利用者の安全・安心の確保を

より充実させる取り組みとして評価でき

る。 

 

 

・引き続き、利用者意見を踏まえ、バリアフ

リー化への取り組みを推進することが期待

される。 

 



を招いた研修や疑似体験を毎年行うほか、

駅務員のサービス介助士資格取得にかかる

費用を負担するなどの資格取得支援を行っ

ており、平成２１年７月時点での資格取得

者は８名、２１年度取得予定者４名となっ

ている。 

 

・市内の小学生を対象とした「交通バリアフ

リー教室」を実施し、車いすや視覚障害者

の疑似体験などができる場を提供するなど

啓発活動にも取り組んでいる。 

 

・地下鉄やバスの利用時に困っている人を率

先してお手伝いするボランティアとして、

平成１５年度より毎年「バスちかサポータ

ー」を公募し、平成２０年度末時点で３６

８名が登録されている。  

 

・平成１７年度より、全駅の移動円滑化ルー

トとバリアフリー設備の位置情報を立体図

で示した小冊子「地下鉄あんしんガイドブ

ック」を作成し、配布を行っている。 

 

５．外国人観光旅客等への対応に関する事項 

 

 

 

・仙台市地下鉄では、南北線全区間について

情報提供促進計画を策定し、車両内におけ

る自動放送・案内表示については、一部車

両で英語の放送と表示を行っており、切符

・仙台市においては、アジア圏からの観光客

が多いこと等から、今後は、英語での情報

提供のみならず、中国語、韓国語等の英語

以外の外国語による情報提供についても検



 売り場、精算所、トイレ等の駅施設につい

ても英語での表記を行っている。 

 

・また、ホームページにおいて、地下鉄の利

用案内や運賃に関する情報など鉄道を円滑

に利用できる情報を英語で提供している。 

 

・駅に掲示している運賃表について、駅名に

は英語表記がなされているものの、旅客に

対する説明文には英語表記がなされていな

い。 

討すべきである。 

 

 

・外国人観光旅客等が事前に情報を入手でき

る環境が整備されていることは評価できる 

  

 

・引き続き、外国人観光旅客等の利便性の向

上に資するよう、英語表記の追加について

検討する必要がある。 

 

６．乗継円滑化措置に関する事項 

（１）相互直通運転の実施状況等 

 

 

 

 

 

（２）ダイヤ調整 

 

 

 

 

 

 

・仙台市地下鉄においては、他鉄道事業者と

の相互直通運転を実施しておらず、今後の

計画もない。 

 

 

 

・仙台市地下鉄においては、ダイヤ改正にあ

たり、ＪＲ東北新幹線及び宮城交通バスと

ダイヤの調整を行っているが、ＪＲ東日本

の在来線とはダイヤ調整を行っていない。 

 

・自局線の終電車に遅延が発生した場合は、

仙台市地下鉄泉中央駅において宮城交通バ

スと接続調整を行っている。 

 

 

・現在建設中の東西線開業後は、ＪＲ仙台駅

との乗り換え通路が現在より短くなるなど

乗継円滑化が図られることとなっている。

今後もこのような取り組みにより利用者利

便の向上を図ることが望まれる。 

 

・今後も引き続き輸送の安全を確保するとと

もに利用者の意見等も参考にしながら、Ｊ

Ｒ東日本在来線とのダイヤ調整や終電車の

接続調整について検討することが望まれ

る。 

 

・東西線開業の際は、南北線との接続も考慮

したダイヤ設定を行うことが望まれる。 

 



・毎週金曜日（金曜日が祝日の場合は木曜日

も実施（木曜日が平日の場合のみ））には、

東北新幹線との接続のため、通常ダイヤの

最終電車の約１０分後に南北双方向へ列車

を１本ずつ増発している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．輸送障害時等の旅客対応に関する事項 

（１）輸送障害の発生状況 

 

 

 

 

 

（２）輸送障害等発生時の体制等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）利用者等への情報提供等 

 

・仙台市地下鉄における輸送障害は、平成２

０年度は１０件発生している。前年度より

６件増加しているが、これは平成２０年度

に列車のシートに針が刺さっている事象が

４件発生したこと等によるものである。 

 

・輸送障害発生時の対応等については、「仙台

市交通局災害対策要綱」及び「異常時運転

等取扱要領」等に基づき対応することとし

ている。 

 

・輸送障害発生時は、運転指令から管区駅、

各駅、各列車等へ運転指令電話や列車無線

等を通じて事故情報が配信され、それを受

け、構内放送や車内放送、ＬＥＤ表示器等

により利用者へ情報提供が行われている。 

 

 

・ 輸送障害発生時には、運転指令から各駅へ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）振替輸送等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故情報が配信され、各駅において、構内

放送やＬＥＤ表示器等で運行状況等の情

報提供を実施している。 

 

・列車内においては、ＬＥＤ案内表示器（一

部列車）や車内放送で情報提供を行ってい

る。ＬＥＤ案内表示器は、平成２０年度末

現在１４編成５６両に導入されており、平

成２５年度までに全２１編成８４両に導入

予定となっている。 

 

・列車内及び駅における情報提供については、

ＬＥＤ等の画面表示における情報提供が行

われているが、他社線で発生した輸送障害

について、列車内での情報提供を行ってい

ない。 

 

・輸送障害発生時には、ＪＲ東日本との間で

取り交わしている「運行不能時における相

互情報提供に関する確認書」に基づき情報

交換を行うとともに、必要に応じて振替輸

送の対応を行っている。 

 

・ＪＲ東日本で輸送障害が発生した際に、列

車内や駅で振替輸送を実施している旨の情

報提供を行っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後、他社線で発生した輸送障害の情報に

ついても、積極的な情報提供に取り組むこ

とが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後、情報提供を行うことが望まれる。 

 

 

 



（５）遅延証明 

 

 

 

 

 

 

（６）輸送障害等発生時を想定した訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・列車遅延による遅延証明書については、申

告のあった利用者に対して遅延時分を確認

した上で、駅務員より手渡しにて発行する

とともに、ホームページにおいては、５分

以上の遅延が発生または見込まれる場合に

発行している。 

 

・輸送障害が発生した際の対応については、

運転指令区や乗務区、管区駅単位で、車両

故障応急処置や関係部署への情報伝達など

の訓練を行っている。 

 

・交通局全体では、車両基地での消防訓練や

消防等関係機関と合同で総合防災訓練のほ

か、特殊災害対応訓練等を実施し、迅速・

適切な対応ができるよう努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

・今後とも輸送障害発生時に安全で迅速かつ

的確な対応が行えるよう、引き続き年間を

通して、計画的に教育・訓練を実施するこ

とが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

８．災害時等の旅客対応に関する事項 ・災害等への対応については、「仙台市交通局

災害対策要綱」及び「異常時運転等取扱要

領」等を定め災害発生時の対応を行ってい

る。 

 

・訓練については、７．（６）のとおり、計画

的に教育・訓練が行われている。 

 

・今後とも災害発生時に安全で迅速かつ的確

な対応が行えるよう、引き続き年間を通し

て、計画的に教育・訓練を実施することが

望まれる。 

９．利用者からの意見等に関する事項 

 

・利用者等からの意見は、電話・ＦＡＸや手

紙のほか、ホームページにより受け付けを

 



 行っている。 

 

・平成２０年度の利用者からの意見等は総件

数２０９件となっている。前年度と比較す

ると２２件の増加であるが、これは、平成

２０年度に列車の停止位置を変更したこと

により意見等が増加したものと考えられ

る。 

 

・意見・要望の内容としては、①施設・設備

に関すること、②運賃等に関すること、③

駅務員等の接遇等に関すること、の３つが

上位となっている。 

 

・これら利用者からの意見等については、現

場係員等への周知を行うとともに、交通事

業管理者をはじめとする幹部職員へ供覧

し、情報共有やお客様対応の改善を図って

いる。 

 

１０．駅務員の接遇等に関する事項 

（１）移動制約者対応への教育 

 

 

 

 

 

 

・移動制約者への対応については、対応マニ

ュアルが整備されていない。 

 

・移動制約者対応に関する研修については、

視覚障害者や車いす利用者、発達障害者の

利用者への対応等、毎年度テーマを替えて

 

・整備予定のマニュアルを早急に整備し、職

員の接遇に役立てていくことが望まれる。 

 

・今後も引き続き、移動制約者に対する理解

を深める教育・研修を行うことが望まれる。 

 



  行うなど工夫をしている。 

   

（２）駅務員の育成等 ・今後も、引き続き、駅務員の一層の資質の

向上を図るため、接遇等の教育に関する取

り組みを推進することが望まれる。 

・接遇教育については、外部講師を招いての

研修のほか、仙台市職員研修所主催の民間

企業体験研修やクレーム対応能力向上研修

に参加するなど、接遇レベルの向上に向け

た取り組みを行っている。 

 

 

     

  

   

（３）暴力行為への対応、迷惑行為等への対

応 

・引き続き、警察との連携強化を図り、暴力

等迷惑行為の防止等の啓発活動に努めるこ

とが望まれる。 

・平成２０年度に駅務員等が乗客等から受け

た暴力は２件であり、仙台市地下鉄はそれ

ほど多い件数とはなっていない。  

   

１１．その他のサービスに関する事項   

（１）健康増進法への対応（受動喫煙防止対

策） 

・仙台市地下鉄では、開業時から駅構内では

禁煙としているものの、駅の出入り口には

灰皿を設置していた。しかし、平成１５年

５月１日の健康増進法の施行に伴い、駅の

出入口に設置していた灰皿を撤去してい

る。 

 

 

  

  

  

  

   

（２）ベビーカー対応 ・乳幼児を乗せたベビーカーの取り扱いにつ

いて、ベビーカーをそのままの状態で車内

に持ち込むことは可能としているが、エス

カレーターの利用は禁止している。 

 

  

  

  

   

 ・エスカレーター利用を禁止する旨の掲示等

ベビーカーの利用について周知を図ってい

・引き続き、案内・周知等に取り組まれるこ

とが望まれる。  



 

 

 

（３）女性専用車両導入やマタニティマーク

ステッカー等について 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

 

・女性専用車両について、仙台市地下鉄では

乗客数、車両数等の関係から導入はしてい

ない。 

 

・また、マタニティマークについては、列車

の優先席付近に貼付し、あわせて、定期券

発売所においてマタニティマークのステッ

カーを配布（平成２１年７月現在）してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


